
北条砂丘ぶどう産地復興に向けての取り組み
活動期間：平成２９年～継続中

○北条ぶどう生産部では栽培面積や販売額の減少が続いており、栽培に欠
かせないハウス施設は耐用年数を過ぎて老朽化が進んでいる。

○このため、生産者、関係機関で構成する「北条ぶどうを考える会（以下、
「考える会」）」を作り、産地の課題の共有と解決の方向性の検討を行った。

○検討した内容を生産部総会で提案し、平成３０年度は生産部が中心となっ
て課題の解決策を進めることになった。
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具体的な成果

１ 「考える会」で検討した解決の方向性を
生産部総会で提案し、生産部への意識づ
けができた。

２ 平成３０年度は生産部が中心となって課
題の解決策を進めることになり、実践に移
す具体的な行動計画（地域プラン）を作る
ことになった。

３ ハウスの老朽化対策に補強技術の開
発・実証事業を予算要望し、事業化できた。
＜事業内容＞
・専門機関と協力して補強技術を開発
・補強方法の実証展示と研修会を開催

普及員の活動内容

１ 産地の現状把握と課題整理
・生産者から産地の現状や思いなどの聞
き取りを行い、目標や課題を整理した。

・生産部員へ後継者の有無やハウスの現
状などについて、アンケート調査を行っ
た。

２ ７月から「考える会」で検討会を開催

今後の普及活動に向けて

１ 産地の行動計画作成を支援


